
詠唱会（えいしょうかい） 

「詠唱会」とは、「詠歌
え い か

」と「和讃
わ さ ん

」を習い歌う会で、寺院により組織されています。 

「詠歌
え い か

」とは、三十一字の和歌にメロディーを付けた曲で、 

「和讃
わ さ ん

」とは、大体七五調の二行詞から成っている曲をいいます。 

さらに、詠歌・和讃の心を体の動きで表現し、 

仏・祖師・高僧を讃歎し供養する「舞」を 

合わせて学ぶところもあります。 

浄土宗では、法然上人が起居した草庵のあった 

京都・知恩院付近の古い地名にちなみ、 

詠歌・和讃・舞を総称して 

「吉水流詠唱」と呼んでいます。 

 

吉水流詠唱（よしみずりゅうえいしょう） 

吉水流詠唱とは、浄土宗の制定した詠歌、和讃及び舞をいいます。 

○ 詠歌 

 

 

  

ほとんど法然上人の御作をお唱えしていますが、 

お念仏の教えを説かれ導かれた高僧のお歌もあります。 

阿弥陀さまの慈悲の心や教えを情感豊かに詠まれた和歌を唱えます。 

詠歌 

和讃は、浄土宗の年中行事、たとえば御忌会、彼岸会、十夜法要を中心に、 

行事の意味をあきらかにし、法要に参加するために作詞されています。 

そしてまた、この他に昔から伝えられ、使われている念仏への導き、 

あるいは念仏を讃えた古い和讃、黒谷和讃、来迎和讃、いろは和讃等を用いています。 

和讃 

舞は、洋舞、日本舞があります。 

どれもお歌の心を動作の上に表現して、自分自身が身体全体を通じて仏を賛美し、 

供養する喜びを表します。 

手舞だけでなく、舞扇、鈴などを使うお舞もあります。 

「歌う・踊る」が信仰の喜びの表現となり、自然と「唱える・舞う」になります。 

舞 



吉水講 

1. 総裁 

浄土門主 伊藤唯眞 猊下 

2. 総本部・教区本部・寺院支部 

吉水講には、総本山知恩院吉水講、大本山増上寺吉水講、大本山善導寺吉水講の 

三総本部があります。また教区には教区本部があり、寺院には寺院支部があります。 

3. 吉水講信条 

私達は浄土宗吉水流の詠歌和讃及び舞を研修すると共に、念仏信仰を確立し、 

次の五ヶ条の内容を成し遂げる様に、力を合わせ努力致します。 

 

吉水講信条（よしみずこうしんじょう） 

 

私
わたくし

たちはこの詠唱を通じ 

一、篤く三宝を敬い、仏祖の恩
おん

徳
どく

に報います。 

一、元祖法然上人の教えを体し、この道の興隆に励みます。 

一、互いに助け合い、念仏をよろこびます。 

一、自らのつとめにいそしみ、家庭の平和を念じます。 

一、広く同信を募り、社会の浄化につとめます。 

 

→ 吉水流詠唱を体験してみましょう（YouTube チャンネルのリンク） 

１．月かげの御詠歌 

２．弥陀本願の御詠歌 

３．御忌和讃 

４．開宗和讃 

５．彼岸和讃 

６．花まつり和讃 

７．十夜和讃 

８．光明摂取和讃 

９．追善供養和讃 

１０．成道和讃 

１１．五重和讃 

１２．涅槃和讃 

１３．法然上人生誕和讃 

１４．施餓鬼和讃 

https://youtu.be/dLUoAKOgHMo
https://youtu.be/r4C2PcbxKos
https://youtu.be/IapE8zboqys
https://youtu.be/hRUJTIww4hA
https://youtu.be/6TT607HDKLk
https://youtu.be/fUOkL9njuQ8
https://youtu.be/fUOkL9njuQ8
https://youtu.be/5Zw15p2IPB4
https://youtu.be/TYB9Sb91Qag
https://youtu.be/3DnE2CekLFY
https://youtu.be/fueXC1UvgzA
https://youtu.be/NdQ-_UiUynM
https://youtu.be/QoPBvw54pdE
https://youtu.be/MO6By8mCDh0
https://youtu.be/ijOB4IGDPyw


１５．授戒和讃 

１６．修正会和讃 

 

https://youtu.be/jfkDzwtl3bQ
https://youtu.be/VWnOk7DZjWM

